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データは、日本語話し言葉コーパス (CSJ)(Maekawa et al. 2000)と日本語日常会話コーパ
ス (CEJC)(小磯ほか 2015)から抜粋して用いた。
CSJからは
 学会講演 2名分（男女各 1名）
 模擬講演 2名分（男女各 1名）













正解数 185 190 317 247
推定数 185 190 309 245









 環境音の大きい飲食店内の女性 2名の対話（以後、会話 1）
 環境音のほとんどない室内の女性 2名の対話（以後、会話 2）































会話 1 会話 2
話者 A 話者 B 話者 C 話者 D
正解数 656 798 994 1014
推定数 651 788 974 930
検出率 99.2% 98.7% 98.0% 91.7%
図 6 CEJCの会話 1・話者 Aにおける発話開始時刻の推定誤差









の話者 A, B および会話 2 の話者 C に対しては 98% 以上という高い検出率を示した一方で、
会話 2の話者 Dに対しては 92%弱の検出率となった。会話 1では環境音が大きく入り込み雑
音があるにもかかわらず検出不能な発話が少ないことになる。しかし、図 6,7で示される推定
誤差からわかるように誤差が大きい発話も多く現れ、高精度の推定できているとはいえない。
環境音の小さい会話 2 の結果を示す図 8,9 からも同様に推定誤差が大きく、特に検出率が低
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図 8 CEJCの会話 2・話者 Cにおける発話開始時刻の推定誤差
図 9 CEJCの会話 2・話者 Dにおける発話開始時刻の推定誤差
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関連URL
Praat: doing phonetics by computer
http://www.fon.hum.uva.nl/praat/
音声認識を用いた自動字幕作成システム
http://caption.ist.i.kyoto-u.ac.jp/
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